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醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て

－
　
出
典
か
ら
の
改
変
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
　
ー

磯

　

　

貝

　

　

淳

　

一

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
動
詞
の
改
変
－
二
字
熟
字
か
ら
単
字
へ
　
ー

二
、
二
字
熟
字
動
詞
及
び
単
字
動
詞
の
性
格

三
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用

む
す
び

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
は
、
先
行
の
説
話
に
材
を
取
り
編
纂
さ
れ
た
法
華
経
霊
験
欝
の
集
成
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
日
本
と
中
国
の
説

（1）

話
が
ほ
ぼ
交
互
に
排
列
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
出
典
は
、
概
ね
日
本
の
部
が
本
朝
法
華
験
記
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
）
、
中
国
の
部
が
法

（2）

華
経
伝
記
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
本
書
編
纂
に
際
し
て
の
出
典
の
引
用
態
度
は
、
編
者
に
よ
る
改
変
・
添
加
・
削
除
と
思
し
き

部
分
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
探
要
法
花
験
記
本
文
と
出
典
と
目
さ
れ
る
資
料
の
本
文
と
が
は
ぽ
同
文
と
見
な
さ
れ
る
説
話
が
多
く
存
す
る
こ

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
が
分
か
る
。
以
下
、
一
話
分
の
両
本
文
を
対
照
し
示
す
。

探
要
法
花
験
記
・
巻
上
・
第
九
話

九天
竺
有
一
比
丘
名
目
元
行
恒
修
法
供
養
也
所
謂
彿
所
説
薩
達
磨
芥
陀
利
迦

法
華
経
伝
記
・
巻
第
十
・
第
十
七
話

元
行
比
丘
十
七

昔
外
囲
有
一
比
丘
名
元
行
恒
修
法
供
養
所
謂
彿
所
説
薩
達
摩
芽
陀
利
迦



等
修
多
羅
一
切
世
間
難
信
難
解
難
受
難
繹
能
信
能
解
受
挿
頭
詞
以

方
便
力
薦
諸
衆
生
分
別
解
説
顕
示
分
明
守
護
法
蔵
是
名
法
供
養

能
修
此
供
養
時
十
方
諸
彿
如
星
而
見
異
口
同
音
而
説
備
言

質
満
三
千
大
千
界
供
養
十
方
諸
如
来
不
如
法
花
一
句
借
受
持
讃
諦
得
成
体

慣
使
遍
満
大
千
界
断
一
切
善
毛
道
生
若
開
法
花
一
句
侶
功
徳
薫
心
速
成
彿
云
々

修
多
羅
一
切
世
間
難
信
難
解
難
受
難
見
能
信
能
解
受
持
譲
諦
以

方
便
力
寅
諸
衆
生
分
別
解
説
顕
示
分
明
守
護
法
蔵
是
名
法
之
供
養

能
修
此
供
養
時
十
方
諸
併
如
星
而
見
異
口
同
馨
而
説
備
言

質
満
三
千
大
千
界
供
養
十
方
諸
如
来
不
如
法
花
一
句
借
受
持
讃
諦
得
成
彿

傾
使
邁
満
大
千
界
断
一
切
善
毛
道
生
若
開
法
花
一
句
偶
功
徳
薫
心
速
成
悌

克
行
比
丘
聞
彿
説
侶
深
入
無
生
法
忍
是
薦
法
供
養
益
出
費
禅
師
記

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
出
典
の
中
国
漢
文
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
和
化
漢
文
と
い
う
関
係
上
、
両
本
文
は
近
似
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
、
探
要
法
花
験
記
を
和
化
漢
文
資
料
研
究
に
供
す
る
に
際
し
て
は
、
記
述
し
得
た
言
語
事
象
が
、
真
に
和
化
漢
文
資
料
の
事
象
と
し

て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
正
格
漢
文
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
（
和
化
漢
文
資
料
の
問
題
と
認
め
得
る
の
か
）
と
い
う
点
の

確
認
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
正
格
漢
文
及
び
和
化
漢
文
資
料
を
よ
り
多
く
検
索
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
事
象
の
位
置
づ
け
を

行
う
検
証
の
作
業
を
通
し
て
解
決
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
探
要
法
花
験
記
が
日
本
と
中
国
そ
れ
ぞ
れ
に
出
典
を
持
つ
資
料
で
あ

る
以
上
、
．
特
に
中
国
出
典
を
基
と
す
る
部
分
を
和
化
漢
文
資
料
の
文
章
と
認
め
得
る
の
か
、
ま
た
本
資
料
を
一
つ
の
均
質
な
言
語
資
料
と
し

て
取
り
扱
い
得
る
の
か
と
い
う
問
題
は
未
解
決
の
状
態
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
出
典
か
ら
和
化
漢
文
へ
と
い
う
過
程
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
改
変
の
一
端
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す

る
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
中
国
に
出
典
を
持
つ
和
化
漢
文
資
料
の
「
出
典
の
影
響
下
に
無
い
和
化
漢
文
資
料
と
し
て
の
独
自
性
」
を
探
る

こ
と
と
し
た
い
。一

、
動
詞
の
改
変
－
二
字
熟
字
か
ら
単
字
へ
ー

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
探
要
法
花
験
記
中
国
の
部
と
そ
の
出
典
た
る
法
華
経
伝
記
と
は
、
近
似
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
尚

詳
細
に
観
察
す
る
と
、
多
く
の
差
異
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
法
華
経
伝
記
全
1
8
1
話
の
内
、
探
要
法
花
験
記
の
出
典
と
認
め
ら
れ
る

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
一
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（5）

4
2
話
に
つ
い
て
両
本
文
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

添
加
　
4
0
9
例
　
　
削
除
　
2
5
6
例
　
　
改
変
　
机
例

こ
の
内
、
法
華
経
伝
記
か
ら
探
要
法
花
験
記
へ
の
「
改
変
」
を
概
観
す
る
と
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

I
用
語
　
5
7
4
例
　
　
H
用
字
　
8
5
例
　
　
m
構
文
　
3
2
例

特
に
「
I
用
語
」
の
改
変
の
内
訳
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
な
る
。

八
〇
二

1
同
種
の
品
詞
に
改
変
　
5
3
6
例

名
詞
　
2
7
9
例
　
　
　
指
示
代
名
詞

接
続
詞
　
2
1
例
　
　
　
助
動
詞

4
例
　
　
　
動
詞
　
2
0
9
例

2
例
　
　
　
助
詞
　
2
例

補
助
動
詞
　
1
例

副
詞
　
1
8
例

2
異
な
る
品
詞
に
改
変
　
3
8
例

名
詞
1
指
示
代
名
詞
　
　
　
副
詞
1
接
続
詞
　
等

本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
1
の
内
「
動
詞
」
の
改
変
で
あ
る
。
動
詞
の
改
変
に
お
い
て
最
も
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、
以
下
に
示
す
よ

う
に
或
る
動
詞
が
他
の
類
義
の
動
詞
に
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

①
即
剖
僧
定
日
我
是
毘
婆
F
如
来
也
（
探
要
法
花
験
記
・
巻
上
第
1
1
話
）

①
常
語
借
定
云
我
是
毘
婆
F
如
来
（
法
華
経
伝
記
・
巻
5
第
7
話
）

②
後
到
病
而
死
去
経
三
日
蘇
息
（
探
・
巻
上
第
1
5
話
）

②
後
遇
疾
而
死
繹
三
日
蘇
起
（
法
・
巻
3
第
3
話
）

③
即
従
師
剥
道
師
授
以
捏
婆
晶
（
探
・
巻
上
第
4
1
話
）

③
従
師
討
道
授
以
提
婆
晶
（
法
・
巻
6
第
2
0
話
）

こ
の
内
、
法
華
経
伝
記
で
は
熟
字
の
動
詞
で
あ
る
も
の
が
、
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
単
字
の
動
詞
に
改
変
さ
れ
る
例
が
延
べ
5
9
例
（
異
な



り
は
5
4
語
）
認
め
ら
れ
る
。

④
見
者
歎
日
惜
哉
雲
減
軽
大
乗
対
二
世
利
央
（
探
・
巻
上
第
3
5
詰
）

④
見
者
歎
日
惜
哉
雲
減
軽
大
乗
捌
剣
二
世
利
臭
（
法
・
巻
9
第
2
0
話
）

⑤
謂
師
友
自
我
以
詞
経
力
生
兜
率
内
院
欲
倒
慈
氏
専
此
願
可
不
（
探
・
巻
下
第
5
話
）

⑤
謂
師
友
言
吾
以
詞
経
力
生
兜
率
内
院
欲
倒
週
慈
氏
此
願
可
不
（
法
・
巻
6
第
9
話
）

⑥
言
託
而
卒
端
坐
如
生
衆
珂
之
収
舎
利
千
絵
粒
（
探
・
巻
上
第
4
1
話
）

⑥
言
託
而
卒
端
坐
如
生
衆
刹
風
収
舎
利
千
絵
粒
（
法
・
巻
6
第
2
0
話
）

⑦
比
丘
檜
室
種
々
供
養
之
剰
虚
空
中
（
探
・
巻
下
第
3
8
話
）

⑦
比
丘
倍
室
種
々
供
養
之
珊
矧
虚
空
中
（
法
・
巻
9
第
9
話
）

④
は
、
法
華
経
伝
記
に
お
い
て
「
損
失
」
と
さ
れ
て
い
た
動
詞
が
探
要
法
花
験
記
で
は
「
失
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
⑤
「
値
遇
」
1

（6）

「
値
」
、
⑥
「
茶
毘
」
1
「
葬
」
、
⑦
「
飛
騰
」
1
「
昇
」
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
二
字
熟
字
動
詞
か
ら
単
字
動
詞
へ
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
又
、
改
変
の
形
態
に
は
、
④
⑤
の
よ
う
に
法
華
経
伝
記
に
お
い
て
動
詞
の
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
内
い
ず
れ
か
一
つ
を

用
い
て
動
詞
を
表
記
す
る
も
の
・
⑥
⑦
の
よ
う
に
法
華
経
伝
記
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
と
は
別
の
漢
字
を
用
い
て
動
詞
を
表
記
す

る
も
の
の
二
種
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
の
全
例
を
以
下
に
掲
げ
る
。
（
算
用
数
字
は
複
数
例
の
用
例
数
、
法
華
経
伝
記
・
探
要
法
花
験
記

の
順
に
例
を
掲
げ
た
）

こ
れ
ら
の
例
は
総
て
、
二
字
熟
字
動
詞
（
法
華
経
伝
記
）
か
ら
単
字
動
詞
（
探
要
法
花
験
記
）
へ
と
い
う
改
変
で
あ
る
。
一
方
こ
れ
と
は
反
対

に
、
単
字
動
詞
　
（
法
華
経
伝
記
）
　
か
ら
二
字
熟
字
動
詞
（
探
要
法
花
験
記
）
　
へ
と
い
う
改
変
を
行
う
例
が
存
す
る
。

⑧
後
受
病
而
殉
封
経
三
日
蘇
息
（
探
・
巻
上
第
1
5
話
）

⑧
後
遇
疾
而
殉
経
三
日
蘇
起
（
法
・
巻
3
第
3
話
）

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て
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⑨
詞
法
花
普
賢
乗
象
而
来
授
句
逗
天
童
潜
乗
給
仕
央
（
探
・
巻
上
第
3
0
話
）

⑨
詞
法
花
脛
普
賢
乗
象
而
来
授
句
逗
天
童
潜
剰
侍
（
法
・
巻
3
第
8
話
之
曇

「
死
・
死
去
」
「
侍
・
給
仕
」
「
決
・
決
定
」
「
迎
・
来
迎
」
「
恐
・
怖
畏
」
「
落
・
穿
落
」
の
6
例
の
改
変
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、
単
字
動
詞
（
法
華
経
伝
記
）
か
ら
二
字
熟
字
動
詞
（
探
要
法
花
験
記
）
　
へ
の
改
変
は
、
二
字
熟
字
動
詞
（
法
華
経
伝
記
）
か
ら
単
字
動

詞
（
探
要
法
花
験
記
）
　
へ
の
改
変
に
比
し
て
例
（
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

厭
悪
・
悪

應
受
・
受
2

往
尋
・
郎

党
愈
・
愈

歓
減
・
滅

還
下
・
還
2

感
見
・
見

還
投
・
還

願
欒
・
願

所
詞
・
諦

所
請
・
所

恐
怖
・
恐

敬
重
・
敬

経
歴
・
経
2

事
願
・
願

枯
朽
・
朽

欣
求
・
望

辞
去
・
去

止
宿
・
宿
2

就
加
・
増

拾
集
・
拾

衆
集
・
集

収
置
・
置

酬
答
・
答

趣
向
・
到

諦
通
・
訴
2

常
住
・
住

食
槍
・
食

随
繹
・
繹

推
間
・
間

栖
息
・
栖

生
在
・
生

損
失
・
失

茶
毘
・
葬

値
遇
・
値

致
死
・
死

置
収
・
収

低
垂
・
低

適
到
・
到

侍
持
・
持

吐
咽
・
吐

頓
成
・
攣

費
顧
・
受

飛
騰
・
昇

蕉
葬
・
葬

諷
詞
・
詞

攣
作
・
化

攣
作
・
欒

暴
死
・
死

摩
解
・
解

夢
見
・
夢

釆
下
・
下

衆
下
・
未

来
到
・
来

二
、
二
字
熟
字
動
詞
及
び
単
字
動
詞
の
性
格

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
法
華
経
伝
記
か
ら
探
要
法
花
験
記
の
文
章
が
成
立
す
る
過
程
に
お
い
て
、

二
字
熟
字
動
詞
が
単
字
動
詞
に
改
変

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
続
い
て
、
こ
れ
ら
動
詞
の
性
格
に
つ
い
て
、
改
変
が
行
わ
れ
る
動
詞
と
そ
れ
が
行
わ
れ
な



い
動
詞
と
の
比
較
を
通
じ
て
考
え
る
。

探
要
法
花
験
記
に
は
法
華
経
伝
記
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
二
字
熟
字
動
詞
を
改
変
す
る
こ
と
な
く
受
け
継
ぐ
例
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
そ

の
全
例
を
掲
げ
る
。
（
算
用
数
字
は
複
数
例
の
用
例
数
）

愛
欒
　
安
慰
2
　
安
置
　
移
居
　
囲
続
2
　
国
選

合
掌
3
　
還
活
　
感
喜
　
歓
喜
6
　
寒
心
　
勒
他

行
道
　
驚
怖
　
虚
説
　
動
詞
　
吟
詞
　
苦
行
2

講
宜
　
交
語
　
交
集
　
講
説
3
　
交
通
　
降
臨

廻
向

感
動

供
養
8

護
持

往
詣
　
往
生
2
　
悔
過
　
悔
悟
　
開
講
　
解
説
2
　
撃
通

起
居
　
寄
在
　
掃
命
2
　
究
責
　
休
息
　
供
給
　
悦
驚

敬
異
　
軽
焼
　
啓
開
　
僻
怠
　
結
線
　
結
伽
2
　
決
定

加
責
　
呵
責

恭
敬
2
　
行
言

顕
示
　
見
聞
2

呪
願
3
　
修
行
　
請
経
　
守
護
2
　
受
持
5
　
詞
持
3

消
志
　
精
進
2
　
焼
志
　
精
誠
　
稗
歎
　
稀
悌
　
成
悌

勤
行
2
　
鎖
志
　
坐
繹
2
　
殺
害
　
参
候
　
自
解
　
日
柄

講
通
2
　
出
家
1
1
　
諦
得
2
　
稀
記
　
稗
計
　
焼
香
　
浮
修

科
名
　
消
滅
　
書
寓
3
　
瞑
羞
　
信
受
　
壷
焼
　
随
喜
　
請
益

臭
穆
　
充
満

疏
出
　
焼
身

精
勲
　
専

行
　
専
心
　
穿
落
　
噴
食
　
即
東
　
部
許
　
存
念
　
堕
在
　
端
坐
3
　
耽
嗜
　
弾
指
　
誕
生
　
嘆
息
　
値
遇
　
憫
帳

博
聞
　
講
話
4
　
得
欒
　
入
道
　
剥
爛
　
破
烈
　
反
縛
　
犯
用
　
悲
喜
2
　
悲
泣
2
　
悲
突
　
秘
収
　
悲
沸
2
　
肥
満

腹
行
　
扶
坐
　
諷
訴
5
　
聞
知
2
　
分
別
2
　
分
明
　
芽
烈
　
平
復
　
遍
満
　
編
錬
　
奉
事
　
奉
施
　
暴
卒
　
費
願
6

満
足
　
眠
臥
　
鳴
吼
　
命
経
4
　
明
詔
　
沐
浴
　
遊
戯
　
遊
行
2
　
来
禽
　
来
迎
4
　
来
至
　
離
苦
　
輪
樽
　
流
挿

老
弊

跳
踏
　
長
脆

飛
来
　
覆
育

委
心
　
奔
走

練
揺
　
懸
慕
2

延
べ
2
3
9
例
（
異
な
り
1
6
1
語
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
と
先
の
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
改
変
が
認
め
ら
れ
た
法
華
経
伝
記
の
語
と
を
比
較
す

る
と
、
重
な
る
の
は
「
諦
通
」
「
値
遇
」
「
諷
詞
」
　
の
三
語
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
華
経
伝
記
か
ら
探
要
法
花
験
記
へ
改
変
が
な

さ
れ
た
二
字
熟
字
動
詞
は
、
改
変
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
重
な
る
こ
と
は
殆
ど
無
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
改
変
が
行
わ
れ
た
二
字
熟

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

字
動
詞
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
動
詞
に
は
「
類
義
の
漢
字
が
熟
合
し
て
成
立
す
る
も
の
」
が
多
く
存
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

①
困
圏
三
年
精
勤
諷
諭
未
曾
暫
腰
（
法
華
経
伝
記
・
巻
5
第
1
4
話
）

②
己
過
七
日
還
活
於
塚
間
悲
泣
投
身
大
地
親
友
未
聞
敢
不
酬
答
l
（
同
・
巻
9
第
9
話
）

③
即
還
宿
室
頭
病
三
日
方
死
上
心
少
暖
家
人
顧
圏
其
嫉
不
寮
葬
之
（
同
・
巻
9
第
2
2
話
）

①
の
例
は
「
経
歴
」
が
「
（
あ
る
〓
疋
の
期
間
を
）
経
る
」
と
い
う
意
の
動
詞
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
の
造
語
成
分
で
あ
る
「
脛
」
「
歴
」

両
字
は
、
例
え
ば
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
に

脛
フ
歴
同
郎
弊
反
／
脛
－
暦
邦
控
盛
張
早
由
浬
「
踵
更
巳
上
同
　
（
巻
中
1
0
4
ウ
5
）

の
如
く
同
一
項
目
に
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
両
字
共
に
「
経
る
」
を
意
味
す
る
類
義
の
漢
字
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
同
様
に
②
「
酬
」
「
答
」
は
「
コ
タ
フ
」
（
前
田
本
色
葉
芋
類
抄
・
巻
下
5
ウ
1
）
の
項
目
に
、
③
「
厭
」
「
悪
」
は
「
ニ
ク
ム
」
（
同
上
・
巻

上
3
7
ウ
4
）
　
の
項
目
に
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
動
詞
は
、

厭
悪
・
應
受
・
党
愈
・
歓
滅
・
願
欒
・
所
請
・
恐
怖
・
経
歴
・
事
願
・
辟
去
・
止
宿
・
衆
集
・
酬
答
・
食
槍
・
推
間
・
損
失
・
値
遇
・

低
垂
・
費
顧
・
諷
話

等
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
詞
に
つ
い
て
森
野
繁
夫
氏
は
、
中
国
六
朝
期
の
文
章
に
そ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
語
彙
・
語
法
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
六
朝
期
の
複
合
動
詞
は
、
類
似
し
た
意
義
・
機
能
を
持
つ
二
字
を
複
合
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」
と
述
べ

（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
い
薫
探
要
法
花
験
記
の
出
典
た
る
法
華
経
伝
記
が
、
六
朝
期
に
成
立
し
た
史
伝
体
の
流
れ
を
汲
む
文
章
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
二
字
熟
字
動
詞
は
、
中
国
六
朝
期
の
文
章
（
史
伝
・
古
小
説
・
正
史
・
訳
経
等
）
　
に
影
響
を
受
け
た
語
彙
で
あ
る

可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

先
の
考
察
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
探
要
法
花
験
記
で
は
出
典
た
る
法
華
経
伝
記
の
動
詞
の
中
で
も
、
六
朝
期
（
も
し
く
は
唐
代
）
成
立
に
か



か
る
類
義
の
複
合
動
詞
を
避
け
、
単
字
の
動
詞
を
採
用
す
る
と
い
う
改
変
の
態
度
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

続
い
て
、
こ
れ
ら
の
熟
字
動
詞
が
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
動
詞
へ
と
改
変
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
先
に
取
り
上
げ

た
「
改
変
さ
れ
た
動
詞
」
に
対
す
る
探
要
法
花
験
記
の
動
詞
の
使
用
を
纏
め
た
結
果
を
以
下
に
掲
げ
る
。
各
動
詞
に
つ
い
て
、
色
葉
芋
類
抄

に
お
け
る
当
該
表
記
の
掲
出
順
位
を
項
目
数
と
共
に
示
し
た
。
（
「
合
」
は
当
該
漢
字
に
合
点
が
付
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
、
「
＊
」
は
醍
醐
寺
蔵
探
要

（10）

法
花
験
記
の
加
点
例
か
ら
漢
語
サ
変
動
詞
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
示
す
）

二
字
熟
字
動
詞

厭
悪

應
受

往
尋

覚
愈

歓
滅

還
下

感
見

遠
投

願
欒

祇
諦

単
字
動
詞

悪受口自
U愈滅還見還願諭

色
葉
掲
出

ニ

ク

ム

　

1

／

1

5

ウ

ク

　

　

1

／

3

0

イ

ユ

　

　

1

／

9

＊カ

ヘ

ル

　

2

／

2

3

ミ

ル

　

　

1

／

5

5

カ

ヘ

ル

　

2

／

2

3

ネ

ガ

フ

　

1

／

3

8

＊

二
字
熟
字
動
詞

所
請

恐
怖

敬
重

経
歴

食
槍

随
繹

推
間

栖
息

生
在

損
失

単
字
動
詞

所恐敬脛食繹間栖生失

色
葉
掲
出

イ

ノ

ル

　

1

／

9

オ

ソ

ル

　

2

／

5

1

ウ

ヤ

マ

フ

1

／

1

1

フ

　

　

　

1

／

1

2

タ

フ

　

　

1

／

2

5

ト

フ

　

　

1

／

1

1

ス

ム

　

3

合

／

1

2

ウ

マ

ル

　

1

／

3

ウ

シ

ナ

フ

1

／

1

5

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て



鎌

二
字
熟
字
動
詞

茶
毘

値
遇

致
死

置
収

低
垂

適
到

侍
持

吐
咽

幸
願

枯
朽

欣
求

辞
去

止
宿

就
加

拾
集

衆
集

収
置

倉

時
　
代

子
動
詞

葬値死収低到持吐願朽望去宿噌拾集置

語
　
研
　
究

色
葉
掲
出

ア

フ

　

5

合

／

4

6

シ

ヌ

　

　

1

／

2

3

オ

サ

ム

　

1

／

7

8

タ

ル

　

　

1

／

1

6

イ

タ

ル

4

合

／

7

4

＊バ

グ

　

　

1

／

7

ネ

ガ

フ

　

1

／

3

8

ク

ツ

　

　

1

／

3

ノ

ゾ

ム

　

1

／

1

5

サ

ル

　

　

1

／

3

3

ヤ

ド

ル

　

1

／

1

8

マ

ス

　

　

1

／

2

9

ヒ

ロ

フ

　

1

／

9

ア

ツ

ム

　

1

／

7

1

オ

ク

　

　

1

／

3

4

二
字
熟
字
動
詞

酬
答

趣
向

詞
通

常
住

頓
成

費
顧

飛
騰

寮
葬

諷
諦

欒
作

欒
作

暴
死

摩
鰯

夢
見

来
下

乗
下

乗
到

単
字
動
詞

答到詞住欒受昇葬詞
レ
し

′
1

欒死解
、

夢下衆来

色
葉
掲
出

コ

タ

フ

　

1

／

6

イ

タ

ル

4

合

／

7

4

＊ス

ム

　

　

1

／

1

2

ウ
ク

ノ
ボ
ル

＊

1／30

2／27

シ

ヌ

　

　

1

／

2

3

フ

ル

　

　

1

／

8

ク

ダ

ル

　

1

／

1

9

キ

ク

ル

　

1

／

1

0

キ

タ

ル

　

1

／

1

0

以
上
の
検
討
か
ら
看
取
さ
れ
る
の
は
、
探
要
法
花
験
記
使
用
の
動
詞
は
そ
の
殆
ど
が
、
色
葉
芋
類
抄
当
該
項
目
に
お
い
て
最
上
位
掲
出
か

も
し
く
は
合
点
付
き
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
探
要
法
花
験
記
で
は
、
出
典
に
改
変
を
加
え
る
に

へ
〓
し

際
し
て
、
当
該
和
訓
に
定
着
の
度
合
い
の
高
い
漢
字
を
使
用
す
る
傾
向
が
存
す
る
こ
と
が
分
か
る
。



三
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
〓
字
熟
字
動
詞
の
使
用

そ
れ
で
は
斯
か
る
動
詞
の
使
用
傾
向
は
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
一
般
的
な
事
象
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
国
に
直

（12）

接
の
出
典
を
持
た
な
い
資
料
を
中
心
に
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
対
象
と
す
る
の
は
、
日
本
往
生
極
楽
記
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
注

好
選
・
雲
州
往
来
．
御
堂
関
自
記
・
高
山
寺
本
古
往
来
で
あ
る
。
こ
の
六
資
料
に
つ
い
て
、
先
に
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
帰
納
し
た
「
改

変
さ
れ
た
動
詞
」
の
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
を
以
下
の
表
に
示
す
。
5
4
語
の
熟
字
の
中
、
使
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
以
下
に
示
す
語
で
あ
る
。

日
本
往
生
極
楽
記
（
日
往
）
　
　
　
　
敬
重
・
茶
毘
・
諷
詞

大
日
本
国
法
華
経
験
記
（
大
日
）
　
　
所
請
・
恐
怖
・
敬
重
・
常
住
・
食
槍
・
値
遇
・
欣
求
・
止
宿
・
衆
集
・
趣
向
・
諷
諦
・
攣
作
・
来
下
・

来
到

注
好
選
（
注
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
収
置
・
夢
見

雲
州
往
来
（
雲
州
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ

高
山
寺
本
古
往
来
（
高
山
）
　
　
　
　
損
失

御
堂
関
白
記
（
御
堂
）
　
　
　
　
　
　
還
下
・
諷
詞

大
日
本
国
法
華
経
験
記
に
1
4
語
の
使
用
を
見
る
以
外
は
、
2
～
3
語
の
使
用
と
そ
の
数
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
比
較
に
際
し
て
は
表
現

す
る
内
容
（
動
詞
）
そ
の
も
の
の
有
無
が
分
か
る
よ
う
に
、
類
義
の
単
字
動
詞
も
併
せ
て
調
査
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
往
生
極
楽
記
・

注
好
選
・
雲
州
往
来
・
高
山
寺
本
古
往
来
・
御
堂
関
白
記
で
は
探
要
法
花
験
記
と
同
様
、
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用
が
避
け
ら
れ
、
単
字
動
詞

が
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
二
字
熟
字
動
詞
が
使
用
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て
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八
一
〇

往日 日大 注好 州雲 高山 堂御
語熟 字単 語熟 字単 語熟 字単 語熟 字単 語熟 字単 語熟 字単

悪厭 ‾ 悪 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 一 ー － ー
受應

‾ 受 －
受

‾
受

‾
受

‾ ‾ ‾
受

尋往 一 ロ自
U ‾ 行 … 行 ー 尋 ー 往 ‾ 行

愈璧 ‾ ‾ － 愈 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾
滅歓 ‾ ‾ ‾ 滅 ー 滅 － ‾ ‾ 滅 ‾ ‾
下還 ‾ 還 ‾ 還 ‾ 還 ‾ 蹄 還 ○ 還
見感 ‾ 見 ー 見 ‾ 見 ‾ 見 ‾ 見 ‾ 見
投還 ー 還 ‾ 還 ー 還 ー 蹄 ー 還 ‾ 還
欒願 ‾ 腰 ‾ 願 ‾ 願 ‾ 願 ‾ ‾ ‾ ‾
詞所 ‾ 諦 ‾ 諦 ー 諦 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾
諸所 ‾ 所 ○ 所 ‾ 所 ‾ ‾ ‾ 所 一 所
怖恐 ‾ 恐 ○ 恐 ‾ 恐 ‾ 恐 ‾ 恐 ‾ 恐
重敬 ○ ‾ ○ 敬 ‾ 敬 ー ー ー 敬 ‾ －
歴経 ‾ 繹 － 経 ‾ 経 ‾ 経 ‾ 脛 ‾ 経
願事 － 願 ‾ 靡 ‾ 願 一 腰 ー ー ー －
朽枯 ‾ 一 ‾ 朽 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 枯
住常 ‾ 住 ○ 住 ‾ 住 ‾ 栖 ‾ ‾ ‾ 住
冷食 ‾ 食 ○ 食 ‾ 食 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 食
繹随 ‾ ‾ ‾ 繹 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾
間推 ー 間 ‾ 間 ‾ 間 ‾ 間 ‾ 間 ‾ 間
息栖 ‾ 栖 ー 栖 ‾ ‾ ‾ 栖 ‾ ‾ ‾ ‾
在生 ‾ 生 ‾ 生 ‾ 生 ー ー － ‾ ー －
失損 ‾ 失 ‾ 失 ‾ 失 ‾ 失 ○ ‾ ‾ ‾
毘茶 ○ 葬 ‾ 葬 ‾ 葬 ‾ － ー － ー ー
遇値 ‾ 値 ○ 値 ‾ 値 ‾ 逢 ‾ 逢 ‾ ‾
死致 ‾ 死 ‾ 死 ‾ 死 ‾ 死 ー ー ー 死
収置 1 収 ー 収 ‾ 収 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾
垂低 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 低 ‾ 垂 ー 垂 ‾ 垂
到適 ー 到 ‾ 到 ‾ 到 ‾ 到 ‾ 到 ‾ 到
困脚 ‾ 吐 ー 吐 ‾ 吐 ‾ 吐 ‾ ‾ ‾ ‾
成頓 － 攣 ‾ 攣 ‾ 攣 ‾ ‾ ‾ 攣 ‾ ‾
顧賛 ‾ 受 ‾ 受 ‾ 受 ‾ 受 ‾ ‾ ‾ 受
求欣 ‾ 望 ○ 望 ‾ 望 ‾ 望 ‾ 望 ‾ 望
去辟 一 去 ‾ 去 ‾ 去 ‾ 去 ‾ 去 ‾ ‾
宿止 ‾ 宿 ○ 止 ー 宿 － － － ー ー 宿
nHH

力就 ー l ‾ 増 ‾ 噌 ‾ 増 ‾ 噌 ‾ ‾
集拾 ‾ ‾ ‾ 拾 ‾ ‾ ‾ 衆 ‾ ‾ ‾ －
集衆 － 集 ○ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾
置収 ‾ 置 ー 置 ○ 置 ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 置
答酬 ‾ 答 ‾ 答 ‾ 答 ‾ 答 ‾ ‾ ‾ 答
向趣 ‾ 到 ○ 到 ‾ 到 ‾ 到 ‾ 到 ‾ 到
邁詞 ‾ 詞 ‾ 詞 ‾ 涌 ‾ ‾ 一 ‾ ‾ ‾
騰飛 ‾ ‾ ‾ 昇 ‾ 昇 ‾ 昇 ‾ ‾ ‾ 昇
葬寮 ‾ 葬 ー 葬 ‾ 葬 － ー ‾ ー ー ー
嘉田那 ○ 諦 ○ 諦 ‾ 涌 ‾ ‾ ‾ ‾ ○ ‾
作攣 ‾ 攣 ○ 攣 ‾ 攣 ‾ － ‾ 攣 － ー
死暴 ‾ 死 ‾ 死 ‾ 死 ‾ 死 ‾ ‾ ‾ 死
鰯摩 － ‾ （13）‾ 解 ‾ 鯛 ‾ 鰯 ‾ 解 ‾ ‾
見夢 ‾ 夢 ‾ ー ○ ー ー ー … ー 1 ‾
下乗 ー 釆 ○ 来 ‾ 来 ‾ 来 ‾ 来 ‾ 来
到来 ‾ 釆 ○ 釆 ー 釆 ‾ 釆 ‾ 釆 ‾ 釆



こ
こ
で
、
和
化
漢
文
資
料
中
、
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用
が
目
立
つ
大
日
本
国
法
華
経
験
記
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
本
資
料

（14）

の
文
章
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
対
句
的
な
表
現
を
多
用
し
、
字
句
の
数
を
調
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

①
比
丘
驚
夢
入
比
良
山
（
8
字
）
、
経
歴
数
明
推
尋
寛
求

（
8
字
）
、
造
開
講
諦
大
乗
音
馨
（
8
字
）
、
（
巻
上
第
1
8
話
）

②
告
衆
人
言
、
功
以
此
樹
（
4
字
）
、
劇
樹
封
刃
（
4
字
）
、
相
矧
創
矧
（
4
字
）
、
（
巻
中
第
4
1
話
）

こ
れ
は
、
中
国
漢
文
の
餅
償
文
へ
の
指
向
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用
を
避
け
る
傾
向
が
あ

っ
た
探
要
法
花
験
記
は
、
本
資
料
ほ
ど
は
字
句
の
数
を
意
識
し
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
①
②
の
例
文
を
含
む
大
日
本
国
法
華
経
験
記

の
説
話
は
、
探
要
法
花
験
記
の
出
典
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
探
要
法
花
験
記
に
そ
の
同
文
箇
所
を
見
る
と
、

③
比
丘
夢
驚
入
比
良
山

（
8
字
）
歴
数
日
尋
求
間
（
6
字
）
造
聞
講
話
大
乗
馨
（
7
字
）
　
（
上
1
9
オ
1
1
）

④
即
告
衆
人
日
我
以
此
指
（
4
字
）
解
女
人
（
3
字
）
作
繋
念
罪
（
4
字
）
　
（
上
1
4
ウ
6
）

大
日
本
国
法
華
経
験
記
で
は
、
字
句
の
数
を
調
え
た
表
現
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
探
要
法
花
験
記
で
は
、
こ
れ
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
、
①
「
経
歴
」
の
二
字
熟
字
動
詞
が
③
「
歴
」
の
単
字
動
詞
に
、
同
様
に
②
「
磨
解
」
が
④
「
解
」
に

改
変
さ
れ
、
字
句
数
の
変
化
と
動
詞
の
改
変
と
が
相
関
性
を
持
つ
こ
と
が
伺
え
る
。

さ
て
、
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
、
例
え
ば
「
値
」
と
「
値
遇
」
と
の
関
係
を
見
る
と
、

（15）

値
　
　
対
句
　
ナ
シ

値
遇
　
対
句
　
2
例

非
対
句
　
5
例

非
対
句
　
1
例

の
よ
う
に
、
非
対
句
表
現
で
は
単
字
動
詞
の
「
値
」
を
使
用
し
、
対
句
的
表
現
も
し
く
は
侶
に
お
い
て
二
字
熟
字
動
詞
「
値
遇
」
を
使
用
す

（16）

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑤
身
諸
毛
孔
出
栴
檀
香
口
中
常
出
優
鉢
羅
花
香
最
後
値
悌
得
阿
羅
漢
（
非
対
句
・
上
5
ウ
3
）

⑥
今
儀
沙
門
早
還
本
圃
俸
法
弘
道
授
多
法
文
英
（
非
対
句
・
上
8
ウ
7
）

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て

八
一
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（17）

⑦
更
元
間
断
一
生
讃
話
法
花
経
萬
徐
部
値
遇
法
花
講
一
千
飴
度
　
（
対
句
・
下
2
1
ウ
6
）

⑧
両
説
偶
日
時
勘
如
来
避
世
逮
流
特
妙
法
値
遇
難
酪
儀
解
義
亦
感
熱
醸
解
諸
富
最
爵
艶
（
偽
・
下
2
7
オ
3
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用
は
、
対
句
的
表
現
や
字
句
の
数
を
調
え
る
表
現
を
志
向
す
る
資
料
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
更
に
、
こ
の
指
向
性
が
薄
い
資
料
に
お
い
て
当
該
動
詞
が
使
用
さ
れ
る
場
合
、
対
句
的
表
現
の
中
で
限
定
的
に
使
用
さ
れ

る
場
合
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

調
査
資
料
を
広
げ
て
検
討
を
行
う
必
要
が
存
す
る
も
の
の
、
和
化
漢
文
資
料
で
は
出
典
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ヾ
類
義
の
二
字
熟
字
動
詞
の

使
用
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
場
合
は
対
句
的
表
現
や
偽
等
、
字
数
が
意
識
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き

よ
う
。

む
　
す
　
び

以
上
の
検
討
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

①
探
要
法
花
験
記
は
そ
の
出
典
（
法
華
経
伝
記
）
で
使
用
さ
れ
る
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
二
字
熟
字
動

詞
は
、
中
国
六
朝
の
漢
文
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
新
し
い
語
形
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
二
字
熟
字
動
詞
の
改
変
は
、
単
字
動
詞
へ
の
置
き
換
え
が
専
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
表
記
に
は
当
該
和
訓
に
対
す
る
定
着
の
度
合
い
が
高

い
漢
字
が
用
い
ら
れ
る
。

③
和
化
漢
文
資
料
で
は
、
二
字
熟
字
動
詞
の
使
用
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
使
用
が
認
め
ら
れ
る
資
料
で
は
、
対
句
表
現
・
偶
等
の
字

数
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
調
整
に
資
す
る
と
思
し
き
使
用
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

④
①
及
び
②
は
、
中
国
に
出
典
を
持
つ
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
和
化
漢
文
的
要
素
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
和
化
漢
文
資
料

は
、
正
格
漢
文
の
規
範
に
縛
ら
れ
な
が
ら
も
、
日
本
語
の
表
記
様
式
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。



本
稿
に
お
い
て
行
っ
た
検
討
に
よ
り
、
探
要
法
花
験
記
の
和
化
漢
文
資
料
と
し
て
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
る
。
今
後
更
に
対
象
と
す
る
事
象
を
広
げ
、
本
資
料
の
和
化
漢
文
資
料
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
正
格
漢
文
と
の
相
関
性
を
よ
り
明
確
に

（18）

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

（5）

本
稿
で
は
、
日
本
撰
述
の
資
料
を
出
典
に
持
つ
説
話
群
を
「
日
本
の
部
」
、
中
国
撰
述
の
資
料
を
出
典
に
持
つ
説
話
群
を
「
中
国
の
部
」
と
仮
称

す
る
。『

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
』
　
（
馬
渕
和
夫
編
、
一
九
八
五
年
）
解
説
に
よ
る
。

東
大
寺
図
書
館
蔵
法
華
経
侍
記
（
五
帖
、
大
治
五
年
写
）
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
探
要
法
花
験
記
中
国
の
部
説
話
が
、
法
華
経
伝
記
東
大
寺

本
の
系
統
に
近
い
本
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
2
書
解
説
に
指
摘
が
あ
る
。

上
段
に
探
要
法
花
験
記
を
下
段
に
法
華
経
伝
記
を
配
し
た
。
行
取
り
は
探
要
法
花
験
記
に
従
い
、
法
華
経
伝
記
の
そ
れ
を
改
め
た
。

両
本
文
の
異
な
り
を
、
法
華
経
伝
記
に
対
す
る
探
要
法
花
験
記
の
変
化
と
し
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

添
加
　
法
華
経
伝
記
に
存
し
な
い
語
・
文
が
探
要
法
花
験
記
に
存
す
る
場
合

例
　
七
歳
詞
普
門
品
1
割
判
七
歳
殉
諦
普
門
晶
（
法
華
経
伝
記
・
巻
2
第
8
話
／
探
要
法
花
験
記
・
巻
上
第
3
話
）

削
除
　
法
華
経
伝
記
に
存
す
る
語
・
文
が
探
要
法
花
験
記
に
存
し
な
い
場
合

例
　
聴
徒
中
或
夢
却
可
是
三
攣
浄
土
分
身
在
於
八
方
1
聴
徒
中
或
夢
是
三
攣
浄
土
分
身
在
於
八
方
（
同
右
）

改
変
　
法
華
経
伝
記
の
同
一
文
脈
に
あ
る
探
要
法
花
験
記
の
語
・
文
が
他
の
語
・
文
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、
又
は
構
文
上
の
異
な
り
が
存

す
る
場
合

例
　
著
一
個
司
1
著
一
個
珂
〔
用
字
の
差
異
〕
　
（
法
・
巻
3
第
4
話
／
探
・
巻
上
第
5
話
）

例
　
出
都
嘲
竹
林
寺
1
出
都
凰
竹
林
寺
〔
用
語
の
差
異
〕
　
（
法
・
巻
1
0
第
2
話
／
探
・
巻
上
第
1
7
話
）

例
　
皆
解
念
備
劉
生
浄
土
也
1
皆
解
念
備
生
浄
土
到
〔
構
文
の
差
異
〕
（
法
・
巻
5
第
1
0
話
／
探
・
巻
上
第
1
3
話
）

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て



（6）（7）（8）（9）（10）

回
蘭
的

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（17）（18）
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法
華
経
伝
記
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
動
詞
を
「
二
字
熟
字
」
と
認
め
る
に
は
、
客
観
的
に
熟
合
の
度
合
い
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
合
符

等
の
加
点
例
が
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
に
は
こ
れ
ら
動
詞
に
対
す
る
加
点
例
が
極
め
て
少
な
い
。
今
後
、
他
資
料
を

参
照
し
て
蓋
然
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
考
察
で
は
、
と
り
あ
え
ず
動
詞
の
音
読
・
訓
読
の
別
は
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

森
野
繁
夫
「
六
朝
漢
語
の
研
究
－
　
「
高
僧
伝
」
に
つ
い
て
－
」
　
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
三
八
、
一
九
七
八
年
一
二
月
）

法
華
経
伝
記
自
体
は
唐
代
の
成
立
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
章
の
ス
タ
イ
ル
は
六
朝
記
史
伝
体
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

空
欄
は
色
葉
芋
類
抄
に
お
い
て
漢
字
と
訓
と
の
結
び
付
き
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
漢
字
と
訓
と
の
結
び
付
き

が
通
常
稀
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
や
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

峯
岸
明
「
平
安
時
代
に
お
け
る
漢
字
の
定
訓
に
つ
い
て
」
　
（
『
横
浜
国
大
国
語
研
究
』
　
二
、
一
九
八
四
年
三
月
）

注
好
選
は
、
中
国
に
出
典
を
持
つ
資
料
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
に
調
査
を
行
っ
た
。

「
磨
鮪
」
　
の
例
あ
り
。

小
山
登
久
氏
は
、
公
家
日
記
に
見
ら
れ
る
「
連
続
・
反
復
し
て
使
用
さ
れ
る
対
偶
を
な
さ
な
い
〓
疋
の
句
」
を
「
定
句
」
と
称
し
て
い
る
。
（
「
定

句
」
　
（
『
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
究
』
第
四
章
第
一
節
二
、
一
九
九
六
年
五
月
）

こ
こ
で
言
う
対
句
は
、
厳
密
に
対
句
表
現
と
な
る
も
の
以
外
に
、
字
句
の
数
を
調
え
る
だ
け
の
も
の
も
含
む
。

小
山
登
久
「
達
文
」
　
（
『
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
究
』
第
二
早
第
一
節
五
、
一
九
九
六
年
五
月
）
に
、
古
記
録
か
ら
平
安
時
代
の
公
家

日
記
に
至
る
ま
で
の
「
達
文
」
表
現
を
調
査
し
、
特
に
公
家
日
記
に
お
い
て
は
「
記
録
体
と
い
う
枠
の
中
で
で
は
あ
る
が
、
「
漢
」
の
世
界
を
志
向

す
る
記
主
達
の
姿
勢
の
ほ
の
か
な
投
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

厳
密
に
は
、
文
字
数
が
合
わ
な
い
が
、
明
ら
か
に
対
句
表
現
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

今
回
は
、
出
典
中
国
漢
文
と
の
比
較
を
中
心
に
行
い
、
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
「
日
本
の
部
」
と
「
中
国
の
部
」
と
の
比
較
の
問
題
を
扱
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
中
国
と
に
出
典
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
か
否
か
、
本
資
料
の
均
質
性
を
確

認
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
今
後
両
者
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。



［
調
査
資
料
及
び
使
用
テ
キ
ス
ト
］

○
探
要
法
花
験
記
（
『
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
』
）
○
法
華
経
伝
記
（
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
）
○
注
好
選
（
『
古
代
説
話
集
注
好
運
《
原
本
影
印
井
釈
文
》
』
）

○
大
日
本
国
法
華
経
験
記
（
『
大
日
本
国
法
花
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
』
）
○
日
本
往
生
極
楽
記
（
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
）
○
雲
州

往
来
（
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
』
本
文
研
究
篇
）
○
高
山
寺
本
古
往
来
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
）
○
御

堂
関
白
記
（
『
陽
明
文
庫
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本
総
索
引
』
　
（
こ
）

用
例
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
論
旨
に
直
接
関
係
し
な
い
場
合
、
用
例
に
附
さ
れ
た
訓
点
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。
ま
た
、
理
解
の
便
に
資
す
る
た
め
私

に
読
点
を
補
う
場
合
が
あ
る
。

醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
に
お
け
る
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て




